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明

治

初

期

の

外

国

語

学

校

i

i
官

立

校

を

中

Jじ、

本
稿
に
い
う
明
治
初
期
と
は
明
治
元
年
か
ら
明
治
十
二
年
の
教
育
令
制
定

迄
の
期
聞
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
朔
聞
は
、
き
び
し
い
世
界
史
的
環
境
の

中
に
国
家
的
統
一
を
成
し
遂
げ
た
維
新
政
府
が
、
五
ケ
条
の
御
誓
交
を
以
て

某
本
方
針
と
し
、
欧
米
列
強
の
圧
力
に
対
決
し
得
る
体
制
を
と
る
べ
く
寓
閃

強
兵
・
殖
産
興
業
政
策
を
推
進
せ
ん
が
た
め
に
、
政
府
は
各
方
面
に
多
く
の

外
国
人
を
招
持
し
て
、
欧
米
列
強
の
学
術
、
文
化
の
摂
取
に
務
め
た
の
で
あ

（

1
〉

る
。
そ
の
結
果
「
日
本
人
に
と
っ
て
実
に
暁
闘
を
照
ら
す
繁
明
の
如
く
、
あ

る
い
は
暁
夢
を
破
る
警
鐘
」
に
も
比
す
べ
き
、
欧
米
の
優
勢
な
る
学
術
・
文

化
が
急
激
に
流
入
し
て
き
た
。
こ
の
欧
米
の
優
勢
な
る
学
術
・
文
化
を
摂
取

す
る
に
は
、
ま
ず
第
一
に
欧
米
諸
国
の
言
葉
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
故
、
朝
野
を
あ
げ
て
欧
米
諸
国
の
言
葉
を
知
り
、
学
術
・
文
化
を
隈
取

せ
ん
と
し
て
、
洋
学
万
能
と
い
わ
れ
る
「
欧
化
主
義
教
育
時
代
」
を
現
出
し
た

（

3
〉

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
多
く
の
外
国
語
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
本
稿
は
明

--
一一一一

と

し

て

主
目

行

木

光

治
初
期
に
お
け
る
外
国
語
学
校
、
特
に
官
立
校
の
実
態
の
一
端
を
捉
え
よ
う

（

4
） 

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

外
国
語
を
教
援
す
る
教
育
機
関
の
設
立
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
み
ら
れ

ハ
5
J

る
が
、
前
記
の
如
き
理
由
の
も
と
に
明
治
に
な
っ
て
か
ら
急
激
な
増
加
を
み

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
主
と
し
て
福
沢
諭
士
口
の
慶
応
義
塾
を
初
め
と
す
る
私

（

6
） 

立
校
で
あ
る
。
例
へ
ば
明
治
五
年
十
一
月
か
ら
翌
六
年
一
一
一
月
末
迄
に
東
京
府

に
提
出
さ
れ
た
私
立
教
育
機
関
の
開
学
明
細
表
を
調
資
し
て
み
る
と
外
国
語

（

7
） 

を
教
授
し
て
い
る
所
は
八
十
二
校
の
多
き
に
の
ぼ
っ
て
い
る

J

「文
部
省
年
報
」
よ
り
明
治
初
期
に
お
け
る
外
国
語
学
校
設
立
状
況
を
み

て
み
る
と
第
一
去
、
こ
れ
を
百
分
比
に
直
し
て
み
る
と
第
二
表
の
如
き
結
果

（

8
〉

を
得
る
。
こ
の
う
ち
百
三
校
と
最
高
数
を
示
し
た
明
治
八
年
度
の
統
計
を
設

立
年
次

・
設
立
場
所
別
に
ま
と
め
て
み
る
と
そ
れ
ぞ
れ
第
三

・
四
表
の
よ
う

（

9
〉

に
な
る
。
第
三
表
を
み
れ
ば
わ
か
る
如
く
「
学
制
一
頒
布
後
に
設
立
さ
れ
た

Hosei University Repository



ト~ ： ：~： ~ i~ I 一＿！jL 斗 jJ_ ・L一一l第

I : ！ 明 I~
l九 l七 i治 ｜叫

｜三 ｜四八九 ！出塁

Io！，八 ！｜言
｜三！六八九 i八I ~芸
：一一－： 「「翠
1 九：七 i I 瓦i二七六九 ｜九 I

（天！二五二 ＼o

1 四六 六二 ｜一

計 i私公 官 i/I 
－ 立立 立与 塁

手 ｜ 子千千 I~ I表
8 ＼三 完会 ！七｜外
三ご｜ ；一一l国

ζ〉！／司、 ＇ I -g 茎
ο l 三 七 八 ： l 呂

8 ＼完 名高 ！八ii長
- 1 ' --- I設

弓｜会 E 九 ： I；主
81i5 空交 i九！;) 

~j 二比｜ 
さl会会会 ！o I 

ζコi ぺゴーA ! 

くつ ｜ プt tゴ まヨ二 j 一‘

Cつ I tz ヨフ可 ／司、 l

三＋ i私 公 官 I / 
I i立立立 ！／ 一

! i 安｜ 雲

！！些 1 妄

！芋｜ 明
ゲ＼. I :.L ‘ 
Lー l ’ロ

言｜ 会
雪 ｜外

士でそ ._2 1巳I 国
-i 語
一・I 声 同

一一一一｝一一一一一一一一一一｜ ザ・

ー ； 一 三 i校
一一！一 一 ｜設
」三l 一三一一一 －~」立
芙 ！ 三三一五 I ~
フ守 主玉 一一 、I --

芸 i主五予克

夫：宅 一 八

不

一 ！ー 詳

8 ：八 計
三三 ； プて ／、 ブL

明
治
初
期
の
外
国
語
学
校

ハ青
木
）

第
四
表

明
治
八
年
外
国
語
学
校
設
立
場
所
一
覧

分

上じ

一
一一一一--

Hosei University Repository



法
政
史
学

第
十
九
号

一川卜

トレ
「
は
「
h
f凶
庁
山
一
い
同
川
医

外
国
語
学
校
は
全
体
の
約
七
割
九
分
を
占
め
て
い
る
。
特
に
私
立
校
は
い
ず

れ
も
明
治
五
年
以
降
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
学
制
」
頒
布
前
に
設
立

さ
れ
て
い
て
も
、
「
学
制
」
の
開
学
規
定
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
許
可
さ
れ

た
年
次
を
以
て
設
立
年
次
と
し
た
た
め
で
あ
ふ
門
。
ま
た
外
国
語
学
校
百
一
一一

校
の
う
ち
七
十
六
校
、
百
分
比
に
し
て
約
七
割
問
分
が
東
京
に
集
中
し
て
い

る
。
こ
れ
等
の
外
国
語
学
校
は
「
文
部
省
第
三
年
報
」
（
明
治
八
年
）
に
よ

れ
ば
、

外
国
語
学
校
ハ
、
外
国
語
ヲ
以
テ
普
通
ノ
学
科
ヲ
教
授
ス
ル
所
ニ
シ

テ
、
其
内
独
仏
魯
消
ノ
四
語
ヲ
援
ク
ル
者
一
、
英
語
九
十
六
、
仏
語
問
、

独
語
二
、
之
ヲ
前
年
一
一
比
較
ス
レ
ハ
、
英
語
ハ
一
十
五
ヲ
増
加
シ
、
仏
語

議
語
ハ
各
五
ヲ
減
少
シ
、
荷
蘭
語
ニ
ヲ
減
少
シ
テ
遂
ニ
絶
今
一
帰

ス、
と
あ
り
、
英
語
が
そ
の
主
流
を
占
め
て
い
る
。

「
学
制
」
に
外
国
語
学
校
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
六

年
四
月
二
十
八
日
の
文
部
省
布
達
第
五
十
七
号
「
学
制
二
編
追
加
」
に
よ

る
。
す
な
わ
ち
、

第
百
九
十
四
章
専
門
学
校
一
一
入
ル
モ
ノ
ハ
、
彼
ノ
一
一一一口
語
相
通
セ
サ
レ

ハ
、
其
学
術
ヲ
得
ル
能
ハ
ス
、
故
一
一
外
国
語
学
ヲ
学

ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
、

コ
レ
外
国
語
学
校
ヲ
設
ク
ル
所
以
ナ
リ。

第
百
九
十
五
章
外
国
語
学
校
ハ
、
外
国
語
学
ニ
達
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ル
モ

一
二
四

ノ
ニ
シ
テ
、
専
門
学
校
ニ
入
ル
モ
ノ
或
ハ
通
排
等
ヲ
学
ハ
ン
ト
欲
ス
ル

モ
ノ
、
此
校
－
一
入
り
研
業
ス
ヘ
シ
。

但
、
此
校
－
一
入
ル
モ
ノ
ハ
、
小
学
教
科
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ

テ
、
年
齢
十
四
歳
以
上
タ
ル
ヘ
シ
。

第
百
九
十
六
章
通
排
ノ
ミ
ヲ
学
フ
モ
ノ
ハ
、
此
語
学
校
一
一
在
テ
、

k
F

二
等
ノ
教
科
ヲ
卒
業
ス
ル
事
ト
ス
（
注
略
）
。

第
百
九
十
七
草
各
科
ノ
専
門
学
校
ニ
入
ル
モ
ノ
ト
雄
モ
、
年
齢
若
キ
モ

ノ
ハ
二
三
ヶ
国
ノ
語
学
ヲ
学
フ
妨
ケ
ナ
シ
ト
ス
（
注
略
）
。

第
百
九
十
日
必
車
外
国
語
学
校
教
科
修
業
年
限
四
年
間
ト
ス
、
其
ノ
等
級

左
ノ
如
シ
。

と
あ
る
。
第
百
九
十
八
章
の
等
級
を
ま
と
め
る
と
第
五
表
の
よ
う
に
な
る
。

「
学
制
」
第
百
九
十
四
章
あ
る
専
門
学
校
と
は
「
外
国
教
師
ニ
テ
教
授
ス
ル

体 ~~：暗読習綴 ｜

操術 d!fi 方字字 ld 〆 l 世

｜四！｜ ｜；五
0 0 0 0 0 0 1 叫 l ー 1 I 車

一一一一 一一 一｜よーl ｜下’日

（長（年［；
I - , I 学

l級 i - 1敬
' i ' .、 L

三：＿＿~－~－ --- I豆巴I~~
_, :: i三 i上

長｜年iご
- i ！学
長：四｜敬

「－ごI・- I科
｜級 1 ・ ｜

外
国
語
学
校
等
級

0 0 0 0 0  

0 0 0 0 0  

0 0 0 0  

0 0 0 0  

0 0 0 0  

0 0 0 0  
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。。

0 0 0 0  

0 0 0 0  

0 0 0 0  

0 0 0 0 0 0  

0 0 0  

0 0 0 0  

0 0 0 0 0 0  

。
。

高
尚
ナ
ル
学
校
議
韓
議
諸
同
十
汎
称
す
る
も
の
で
、
そ
の
目
的
は
「
専

ラ
彼
（
外
国
）
ノ

長
技
ヲ
取
」
ー
か
に
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

明
治
六
年
、
「
学
制
」
に
準
拠
し
て
官
立
外
国
語
学
校
が
東
京
（
ト
町
橋
）
、

大
阪
（
刊
制
大
）
、
長
崎

（
胞
山
）
の
地
に
設
立
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
京
外
国

語
学
校
、
大
阪
開
明
学
校
、
長
崎
広
運
学
校
の
一
一J

校
で
、
こ
の
う
ち
大
阪
、

長
崎
の
両
校
は
明
知
可
年
四
月
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
外
国
語
学
校
、
長
崎
外
国
語

学
校
と
改
称
さ
れ
た
。

「
文
部
省
第
一
年
報
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
東
京
外
国
語
学
校
の
沿
革
を

み
る
と
、

本
校
ハ
、
元
開
成
学
校
－
一
於
テ
、
専
門
学
科
ヲ
設
ケ
ソ
カ
為
メ
、
各
国
ノ

語
学
ヲ
教
フ
ル
ニ
始
リ
、
外
務
省
所
管
語
学
所
ヲ
収
管
ス
ル
ニ
成
ル
、
明

治
二
年
正
月
始
テ
英
仏
二
国
ノ
語
学
科
ヲ
置
キ
、
尋
テ
独
語
学
ヲ
置
ク
、

六
年
四
月
生
徒
ヲ
区
分
シ
、
下
等
中
学
一
級
以
上
ヲ
専
門
学
生
徒
ト
シ
、
、

以
下
ヲ
語
学
生
徒
ト
ス
、
五
月
外
務
省
設
グ
ル
所
ノ
独
魯
清
語
学
所
ヲ
文

部
省
－
一
収
管
シ
、
更
一
一
生
徒
ノ
学
力
ヲ
検
査
シ
、
外
国
語
学
教
則
－
一
準
拠

明
治
初
期
の
外
国
語
学
校
ハ
青
木
〉

シ
テ
、
学
級
及
教
科
ヲ
改
正
ス
、
八
月
開
成
学
校
新
築
成
リ
、
専
門
学
生

徒
此
一
一
徒
ル
ニ
至
リ
、
遂
一
一
同
所
ヲ
東
京
外
国
語
学
校
ト
称
シ
、
外
務
省

（
時
〉

語
学
所
ヲ
令
併
ス
、
学
科
ハ
英
仏
独
魯
消
ノ
語
学
ヲ
援
ク
。

と
あ
る
。
開
成
学
校
は
安
政
二
年
幕
府
が
創
設
し
た
洋
学
所
の
後
身

f
ぁ

硲
〜
ま
た
大
阪
外
国
語
学
校
は
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
〉
の
大
阪
金
広
明

長
崎
外
国
語
学
校
は
女
久
三
年
長
崎
奉
行
服
部
長
門
守
の
創
建
に
な
る
語
学

（

mm） 

所
の
後
身
で
あ
る
。

東
京
に
は
、
東
京
外
国
語
学
校
の
外
に
、
明
治
五
年
二
月
に
文
部
省
よ
り

（
却
）

「女
子
学
校
ノ
模
範
タ
ラ
ン
事
ヲ
期
」
し
て
設
立
さ
れ
た
東
京
女
学
校
（時限
竹）

が
、
官
立
外
国
語
学
校
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
七
年
に
な
る
と
第
二
大
学
区
愛
知
県
下
名
古
屋
に
、
第
四
大
学
区
広

島
県
下
広
島
、
第
六
大
学
区
新
潟
県
下
新
潟
、
第
七
大
学
区
宮
城
県
下
仙
台

（
幻
）

に
各
一
校
、
ず
つ
官
立
外
国
語
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
大
学

（

n） 

区
本
部
所
在
地
に
一
校
ず
つ
官
立
外
国
語
学
校
が
設
立
さ
れ
、
同
年
十
二
月

に
は
東
京
外
国
語
学
校
の
英
語
科
を
分
立
さ
せ
、
東
京
英
語
学
校
を
設
立

（

n） し、
肥
田
昭
作
ヲ
以
テ
其
学
校
長
ト
シ
、
府
下
第
四
大
区
一
小
区
表
神
保
町
二

（

M
） 

番
地
‘
即
東
京
外
国
語
学
校
所
属
ノ
寄
宿
舎
ヲ
修
繕
シ
以
テ
本
校
、

と
し
た
。
こ
の
時
、
東
京
外
国
語
学
校
は
修
業
年
限
を
二
年
延
長
し
六
ヶ

年
、
上
下
各
六
級
と
し
た
。
以
上
の
如
く
明
治
七
年
末
迄
に
官
立
外
国
語
学

校
が
九
校
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
東
京
を
除
く
各
外
国
語
学
校
は
、
明
治

七
年
十
二
月
二
十
七
日
の
文
部
省
布
達
第
三
十
号
に
よ
っ
て
英
語
学
校
と
改

（
お
〉

称
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
東
京
外
国
語
学
校
を
除
く
他
の
官
立
校
は
、
す

五
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法
政
史
学

第
十
九
号

べ
て
英
語
を
教
授
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四

前
記
の
如
く
官
立
外
国
語
学
校
が
設
立
さ
れ
た
が
、
問
題
は
校
地
、
校
舎

等
の
件
で
あ
る
。
例
え
ば
東
京
外
国
語
学
校
の
場
合
、

本
校
ノ
位
置
、
学
校
一
一
適
セ
ス
、
其
建
築
タ
ル
ヤ
卑
媛
古
朽
、
屡
改
補
修

繕
ヲ
以
テ
保
持
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
風
雨
ノ
際
或
ハ
壊
類
セ
ン
コ
ト
測
リ

カ
タ
シ
、
且
建
築
ノ
粗
悪
ナ
ル
ヨ
リ
堅
挨
教
場
－
一
満
チ
、
其
汚
職
実
一
一
一
戸

フ
可
ラ
ス
、
加
之
校
守
狭
隆
一
一
シ
テ
、
日
今
其
学
業
上
－
一
於
テ
障
磁
砂
カ

（
部
）

ラ
ス
、

と
い
う
状
態
で
あ

っ
た
。
ま
た
広
島
外
国
語
学
校
も

十
九
日
（
開
問
…
）
、
校
長
（
対
附
寅
）
、
広
島
県
庁
一
一
於
テ
権
参
事
白
浜
貫
礼
一
一

面
シ
、
学
校
設
置
ノ
事
ヲ
議
ス
、
即
日
ヨ
リ
二
十
一
日
ニ
至
ル
マ
テ
、
学

校
及
ヒ
教
師
館
一
一
充
用
ス
ヘ
キ
家
屋
ヲ
捜
索
セ
ン
タ
メ
、
県
官
ヲ
伴
ヒ
四

方
ニ
奔
走
シ
、
二
十
二
日
同
県
下
大
手
通
リ
壱
町
目
官
有
地
元
客
舎
ヲ
以

（
幻
）

テ
、
仮
教
場
ト
定
メ
、
工
師
一
一
命
シ
仮
教
場
修
繕
ノ
事
ヲ
委
ヌ
、

と
あ
る
如
く
、
校
合
に
あ
て
る
べ
き
家
屋
を
捜
索
し
、
こ
れ
を
仮
教
場
と
し

事
務
局
を
開
設
、
生
徒
を
募
集
し
た
。
ま
た
生
徒
を
収
容
す
べ
く
広
島
県
第

一
大
区
六
小
区
饗
願
寺
を
以
て
仮
寄
宿
合
に
充
用
し
、
一
ヶ
月
借
料
金
拾
五

円
を
仏
っ
て
生
徒
を
入
合
せ
し
め
て
い
け
問
。
愛
知
英
〜
一
語
学
校
は
愛
知
県
立
成

（

却

〉

（

却

）

美
学
校
を
本
校
に
収
用
、
新
潟
英
語
学
校
は
新
潟
町
西
明
八
番
町
宗
現
寺
を
、

宮
城
英
語
学
校
は
仙
台
東
二
番
町
元
中
学
校
を
充
用
、
関
学
し
た
の
で
あ

る。

一
一
一
六

特
に
外
人
教
師
用
の
家
屋
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
愛
知
英
語
学
校
年

報
」
に
、

県
下
ノ
人
民
多
ク
ハ
未
タ
旧
弊
ヲ
脱
セ
ヘ
家
屋
ヲ
外
国
人
一
一

、
貸
ス
ヲ

好
マ
サ
ル
ヨ
リ
、
偶
貸
付
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
、
卑
混
威
信
ノ
屋
一
一
計
一
ノ
用

ニ
供
ス
ヘ
キ
モ
ノ
少
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
非
常
高
価
ノ
宿
料
ヲ
要
求
ス
。

と
い
う
状
態
で
、
適
当
な
家
屋
を
み
つ
け
る
こ
と
は
校
舎
以
上
に
困
難
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
多
く
の
学
校
で
は
、
構
内
に
外
人
教
師
則
の
家
屋
を
新

築
し
て
い
る
。
む
し
ろ
新
築
し
た
方
が
、
そ
れ
は
経
済
上
損
失
か
も
知
れ
ぬ

が
、
風
致
上
或
は
教
場
出
席
時
限
に
後
れ
る
如
、
き
種
々
の
障
碍
を
防
よ
洲
一味

る
等
、
教
育
上
大
な
る
柳
益
を
得
る
の
で
は
な
い
か
と
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
校
地
、
校
合
等
程
々
の
準
備
を
な
し
て
開
学
し
た
の
で
あ
る

、力

現
今
ノ
資
本
ハ
其
額
実
－
一
寡
少
ニ
シ
テ
、
以
テ
善
良
ノ
教
師
ヲ
招
雇
セ
ン

ト
欲
ス

レ
ト
モ
能
ハ
ス
、
亦
以
テ
有
益
ノ
書
器
ヲ
充
足
セ
ン
ト
欲
ス
レ

ト

モ
能
ハ
ス
。

と
あ
る
如
く
、

学
校
運
営
上
の
経
費
が
不
十
分
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
官
立
外
国
語
学
校
の
授
業
料
を
み
て
み

J
b長
崎
英
語
学
校
の
場
令
、

一
ヶ
月
一
円
五
十
銭
、
一
円
、
五
十
銭
の
二
一
通
り
、
大
阪
、
愛
知
、
広
品
の

各
校
は
五
十
銭
、
そ
の
授
業
料
も
「
当
分
相
当
ノ
高
納
ム
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ

ハ
、
毎
月
六
銭
ッ
、
可
相
札
事
」
と
あ
え
そ
の
総
額
た
る
や
微
々
た
る
も

の
で
、
経
費
の
大
部
分
は
文
部
省
補
助
金
で
ま
か
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
第

六
表
か
ら
も
わ
か
る
如
く
、
補
助
金
支
給
額
が
各
校
に
よ
り
、
又
年
度
に
よ

り
異
な
る
が
、
そ
れ
は
各
校
の
内
外
教
師
井
職
員
、

A
昨
日
数
の
多
少
の
外
、

「教
師
館
土
蔵
新
築
ノ
如
キ
不
時
ノ
費
モ
亦
此
中
ニ
什
算
」
さ
れ
て
い
る
た
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第
六
表
官
立
外
国
語
学
校
文
部
省
補
助
金

つi
l

l
－
J

－
明

治

七

年

一

八

一

九

一

一

円
銭
町
一
一

一

一
東
京
外
国
語
学
校

一
八
一さ
一九・
六
ニ
・旦
一
一四二九
了
間八
・四
五
四
九
五
千
一九
・万

一

一

ド
ル
セ
ン
ト
一

一

洋

銀

－

一竺
了
一一上一同
銀
二
五
三
・一一一三
一

一

一

己

劃

一U
川
町
紅

白引一…
1

・一一九
・一一

一

東

京

英

語

学

校

一

一

一

一

一

一

洋
銀
二
六
・同
一一一一

一
東

京

女

学

校

一

四回
一一0
・八0
・1

一一九O
六
人

Z
一

四
九
凶
八
ム
一一一・同
一

一

愛

知

英

語

学

校

一

八

5
・
8
・0
一

八八
三
一ハ
・七九
・七一

一五八一
一0
・八
三

一

大

阪

英

語

学

校

一
一一一塁
c
・
g
・0
一

九九六六・

5
・5
一
一一一八吾
一・0
0

・0
－

一

広

島

英

語

学

校

一

八

5
・0
0
・0
一

八三八子
O
六・六
一

二九
五
了
九六二
一

一

長

崎

英

語

学

一

一九八
O
一・
一一
九・七
一

八六九了一
一千
七
一

九
四
七
ニ
ム
八
・1

新

潟

英

語

学

校

一

去一九一一・一子一一
一

四六九五・

2
・i

八一一八九・七口
7
1

一
宮
城
英
語
学
校
一
八
九
九
五
・実
・一一
一

一
8
八
了
八
0
・一二
一

八
王
子
高
・
1

一

十

一
一六
一色
完
・豆
・八
一
九
盟
主
人
了
一
一
一七一完全・一
五
・一
一

一

3

一洋
銀
三
四
二
ニ
一
七
一

一一
五一子一
日一一

一一六・四一二
一

一
文
部
省
定
額
常
費
出

一

%

一

一

一

一一・九
二
一

九・四一一
一

一（）
・九
一

一
金
総
計

一一
対
ス
ル
割
合

一

一

め
で
あ
る
。
ま
た
明
治
七
、
八
、
九
年
度
官
立
外
国
語
学
校
補
助
金
総
計

は
、
各
年
度
文
部
省
定
額
常
費
出
金
総
計
の
約
一
割
前
後
を
占
め
て
い
た。

明
治
初
期
の
外
国
語
学
校
（
青
木
）

経
費
の
大
部
分
は
人
件
費
、
し
か
も
外
人
教
師
の
給
料
で
あ
る
。

五

教
師
数
に
つ
い
て
官
、
公
、
私
立
別
に
調
査
す
る
と
第
七
表
、
そ
れ
を
百

分
比
に
し
て
み
る
と
第
九
表
の
如
き
結
果
を
得
る
。
外
国
語
学
校
と
い
う
性

第
七
一変
外
国
語
学
校
教
師
数

一f

パ一，／／一

明

治

七

年

一

八

一

九

－

一
O

一

／

一

内
国

一
外
国

一
内

一
外

一
内

一
外

一
内

一
外

一
／
’
一

致
問
一
敬
町
一

一

一

一

一

一

一

一

人
…

人一

一

↑

↑

一

一日

立

↑

六
O
一
三
何

τ
0
0一
四一二
一
一一一一一

四
三
六
一
三
O
一

一一一一

一公

立

一
一二
九
一

一
二

一一間
一

八
一

四
ト

一三

一
O
十

五

直

立
一
一
七
二

一
一七
一日

ば

区

民

－

F
一一
行

JU－
－

一

j
rは
ト
比一川
区
直

K
3
1
件
川
件
直
「J

〕
山
川
一

瓦

計

一

三
四
二

一

但

同

Llz
hト
i

！日
し

第
八
表
外
国
語
学
校
内
外
教
師
百
分
比

一〆刀
／／／

一
明

治

七

年

一

八

一

九

一

一
O

一

一

／

ナ

l
！
1
J
I
l－
－
」
｝
ul
－

－

1
1
1
1ij！
ー
ー
ナ

1
1
1
1
1
11
i一

一

レ

一

川

一
外

一
竹

一
川

一ー
川

一
川

一

川

一
川

一

一

十

%

一
%

一

一

↑

十

一

一官

立

一
三
一・
八三
一

一一一六
・一
七
↑
六九・

2
5
・0
七
一
七五
・八回
一
一一四・一六
一
六九
・七
七
二
一己
・二
一二
一

一公

立

一
七八・
0
0
↑
二一
一・0
0
一七五・
0
0

一一五
・0
0
一
五七
二四
一
回二
・八
六
一
六六・六七
三ュ
＝一
二
三
十

一私

立

一
八
三
一六
一
一一三回
一
九四・
一三一一

一
主
主
一
九一三
一六
一
八・七四
十

八0
・四九
一
一九圭一
一

一
二
七
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法
政
史
学

第
十
九
号

一ドヨ
巳
主主一三
七三
E
Z恒
三

一総

計一

一σ
0
・0
0

一

一8
・0
0

一

一0
0
・
8

一

一0
0

・0
0

一

質
上
、
多
数
の
外
人
教
師
が
招
抽
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
事
で
あ
る

Q

外
人
教
師
の
人
数
は
官
、
私
、
公
立
の
順
に
な
る
が
、
百
分
比
か
ら
み
た
場

合
、
官
立
校
に
お
け
る
外
人
教
師
の
占
め
る
割
合
は
約
三
割
前
後
、
公
立
は

約
二
割
か
ら
三
割
、
明
治
九
年
度
は
約
四
割
三
分
と
い
う
最
高
の
割
合
を
示

し
、
私
立
は
前
二
者
に
比
し
て
低
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

更
に
第
七
表
記
載
外
人
教
師
数
を
各
校
数
で
除
し
て
み
る
と
、
第
九
表
の

如
き
結
果
を
得
る
。
す
な
わ
ち
、
官
、
公
、
私
立
外
国
語
学
校
の
差
を
大
き

く
特
色
づ
け
る
も
の
は
、
外
人
教
師
数
の
多
少
に
よ
る
と
い
っ
て
も
さ
し
っ

か
え
な
い
。第

九
表

外
国
語
学
校
一
校
平
均
外
人
教
師
数

／

／

／

－

－一

明
治
七
年

↑

八

一

九

一

一
O

一

一

人
一

一

一

一

官

立

一
三
・
七
八
一

四
・
七
八
一

四
・

o
o
bハ・
五
O
一

公

立

一

一－一
一五
一

一・

o
o
－0

・
五
O

十

0
・八一
一一
一

在

立

一

0
・一
三
ハ
↑

0
・二

三

0
・
三
二

0
・
三
二

1

1

附

II
I
－

J

0・
六八一

0・
喧

10

人民

明
治
八
年
六
月
三
十
日
現
在
の
官
立
外
国
語
学
校
外
人
教
師
同
十
一
人
の

（
犯
）

国
籍
・
月
俸
を
調
査
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
・
十

一
表
に
な
る
。
す

な
わ
ち
、
国
籍
別
で
は
英
国
の
十
八
人
を
筆
頭
に
米
・
独
・
仏
・
魯
・
瑞
西

・
清
の
順
に
な
り
、
月
俸
で
は
東
京
外
国
語
学
校
の
露
人
タ
ラ
へ
テ
ン
・
ベ

／＼ 

（宮言［豆長大愛東東東－， ~： 
1 第 ｜ i城 潟崎島 阪 知 京京支 iハ
! ! ! j十｜英英央 英英英 女英語i
I ; ！語語諸 諸 諸 語 学ロ 岬 l
第！ ｜学学 学 学 学学手学 学 I,i I I 由

！人官 I- --1 －在三堅塑ゴリター校一氏Jl_j 記
教立 1- ! ｜常 ｜師外
師外 ！八 ｜ 二 三五 八 I 7': I 国国
月国 ｜←一｜ 一一一一一 一－ l一一｜ 籍語

俸語 ！一 ｜ 女 i米 ｜別学
一学 IQ __I 三一一 －三二二 ｜一｜ ー校
覧校 i i i ｜覧外
外！ム！- :,: i独 I -----

ト,r~ ：－－ 一一一 一 一←ー一一I -I ~~~ 

！四｜ 四I.-. I＋文! ィょ ｜ エ

I - I －一一 一｜一｜ 日歪
- i _ _ :_i ~ 

i瑞 i

- i＿空i
「一一｜ 一 I ’ 

i ! i清 i

II[三三J」三~~I~］

第
十
表

1 魯

一月
俸

四

五

O
円

十一一
五
O
i
二
O
O

コ
一一

五

三
一

一

一
一
八

O
i
一
一一
五

二

五
一

四
一
一
三

問

一

三

八
O

一

↑

二

一

一

一

計

一
一八
一
一
0
↑

六
十

四
一

一
一

一
一

ル
グ
の
悶
百
五
十
円
が
最
高
額
、
こ
れ
は
文
部
省
顧
問
ダ
ピ
ッ
ド
・
モ

ル
レ

！
の
六
百
円
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
。
半
数
が
百
五
十
円
、
平
均
す
る
と
約
百

Hosei University Repository



七
十
七
円
と
な
る
。
こ
れ
等
外
人
教
師
採
用
に
つ
い
て
、

外
国
教
諭
ノ
如
キ
ハ
、
従
来
本
邦
居
留
ノ
欧
米
人
中
ニ
就
テ
選
択
セ
シ
ニ

因
リ
、
或
ハ
過
テ
不
能
者
ヲ
挙
ク
ル
ノ
憂
ヲ
免
レ
サ
ル
事
ア
リ
、
或
ハ
教

育
外
ノ
事
業
ヲ
計
リ
白
ラ
其
職
ヲ
解
ク
者
等
ア
リ
テ
、
従
テ
生
ス
ル
所
ノ

弊
害
亦
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
故
二
本
国
ヨ
リ
直
チ
ニ
善
良
ノ
教
諭
ヲ
鴨

招
シ
テ
、
此
等
ノ
弊
害
ヲ
掃
除
セ
ソ
コ
ト
ヲ
封
。

と
あ
る
如
く
、
問
題
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

．＆． ，、

各
官
立
外
国
語
学
校
、
生
徒
募
集
を
報
ず
る
や
「
忽
チ
同
集
シ
来
タ
：
：
：

（
判
）

入
学
ヲ
乞
フ
者
陸
続
止
マ
ス
」
と
い
う
状
態
を
呈
し
た
oe

入
学
試
験
受
験
資

格
は
「
学
制
」
第
百
九
十
五
章
の
如
く
、
小
学
教
科
卒
業
者
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
が
、
東
京
外
国
語
学
校
に
お
い
て
、

此
校
入
学
生
ハ
小
学
科
ヲ
卒
業
セ
シ
者
ト
ス
、
但
各
所
小
学
ノ
設
未
タ
全

カ
ラ
サ
ル
カ
故
、
当
分
日
用
ノ
文
書
－
一
差
刷
ナ
キ
者
ハ
入
学
ヲ
九
州
）

と
あ
る
如
く
、
小
学
教
科
を
卒
業
し
な
く
て
も
、
修
業
見
込
の
あ
る
者
は
入

学
を
許
可
さ
れ
て
い
る
。
入
学
試
験
は
各
校
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
愛
知
英

語
学
校
の
場
合
、

入
学
試
験
ハ
専
ラ
訳
書
ヲ
以
テ
試
験
シ
、
其
得
失
－
一
依
テ
許
否
ヲ
決
ス

試
験
書
目

万
国
史
略
皇
園
地
理
書
西
洋
事
情
博
物
新
編
補
遺
勧
善
訓

蒙

修

身

論

西

洋

新

書

地

学

事

始

右
書
籍
ノ
内
両
三
部
ヲ
把
テ
、
部
毎
ニ
其
一
二
章
ヲ
抽
テ
、
之
ヲ
読
シ

メ
、
十
中
一
ノ
誤
謬
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
甲
ト
シ
、
二
三
失
一
一
止
マ
ル
モ
ノ
ヲ
乙

明
治
初
期
の
外
国
語
学
校
（
青
木
〉

（
位
）

ト
シ
、
共
一
一
入
学
ヲ
許
ス

と
あ
る
。
そ
し
て
下
等
語
学
第
六
級
に
入
っ
た
。
ま
た
、

若
シ
他
校
－
一
於
テ
英
語
学
ヲ
学
ヒ
タ
ル
者
ハ
、
訳
書
ノ
外
一
一
英
籍
ヲ
以
テ

（

mw） 

試
験
シ
、
其
学
力
ノ
浅
深
－
一
依
テ
、
等
級
ヲ
定
ム
ヘ
シ

と
あ
り
、
例
へ
ば
読
方
（
何
日
刊
誌
住
川
】
号
ヒ
、
訳
読
、
文
典
（
持
1
1
r

MMMFPTmg）
、
書
取
、
習
字
、
地
理
（
mmuuu
に
d
β
5・
）
、
歴
史

認
約
百
］
関
心
件
。

9
）
、
会
話
（
部
）
算
術
（
豆
町
立
町
民
…

y
m
R
E
S）

等
の
科
目
で
受
験
し
、
誤
謬
二
一
に
止
ま
る
者
は
、
下
等
語
学
第
一
級
に
編

入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
十
二
表
は
各
官
立
外
国
語
学
校
生
徒
数
を
示
し
た
も
の
こ
で
、
こ
れ
を

第
十
ニ
表

官
立
外
国
語
学
校
生
徒
数

l

j

一

明

治

六

年

一

七

十

八

一

九

一

一

O

一

一

人

一

一

一

一

東
京
外
国
語
学
校
一
五
四
二
一
四
一
一
一
二
一
三
七
一
一
五
二
八
一

東
京
英
語
学
校
十
一
三
三
七
一
六
二
九
一
四
六
六
一

東
京
女
学
校
一
女
一
二
八
一
女
七
八
一
女
二
一
七
一
女
一
五
二
一

愛
知
英
語
学
校
一
一
一
六
一
一
二
四
九
一
一
一

O
五

大
阪
英
語
学
校
一
一
一
万
二

O
五
一
三
一
二
一
三
五
六

広

島

英

語

学

校

－

一

一

ニ

八

十

一

七

O
一
一
九
八

長

崎

英

語

学

校

一

九

O
一
六
一
ニ
一
一
五
六
一
一
五
九

新

潟

英

語

学

校

一

一

二

六

一

六

五

一

一

五

二

宮

城

英

語

学

校

一

一

七

五

一

一

O
一
一
九
二

一
七
八
二
一
一
五

O
六
了
二
八

0
一
二
三

O
八一

四一
九
三

五
三
四

一
二
九
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法
政
史
学

第
十
九
号

外
国
語
学
校
生
徒
数

並
び
に
百
分
比
一
覧

d
／

一

明

治

七

年

一

八

一

九

一

一

O 

／

一
人
数
一百
分
比
万
数
一百
分
比
疋
数

／
一

一

一

－

一

一

一

一

一

人
一

%一

一

一

一

↑

一

官

立

一
一き
さ
二
回・一九
一
三
八
O
二
三
・
ニ一一
一
一一
一一5
八二一一六・六八
一

五百一四
一
一二五
・完

公
立
一
七
一
ニ
八
二
三
二
六
四
五
一
九
・
一
且
一
一
一
一
二
五
三
千
五
九
一
一
言
八
二
一
一
一
・
八
六

私

立

一
回＝一九六
二
（四・

5
一
一ユ九回。
一
五八・豆一

一三
〈一号一
一
毛・主一
一

一〈四
c－回二・

2

計
一
六
六
四
0
一一0
0
・0
0
一
六
七
六
五
t
o
o－
0
0
一
六二九一一

7
8・0
0
一一五一一一一
t
o
o－
o
u

八
ム
、
私
立
校
生
徒
数
と
比
較
し
て
み
る
と
第
十
三
表
の
如
き
結
果
を
得
る
。

す
な
わ
ち
、
官
立
校
は
校
数
こ
そ
少
な
い
が
生
徒
は
か
な
り
の
割
合
を
占
め

て
い
る
。
ま
た
明
治
八
年
度
東
京
英
語
学
校
生
徒
数
六
百
二
十
九
名
は
最
多

生
徒
数
を
示
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
同
年
度
に
お
け
る
東
京
の
三
大
私
学
の

生
徒
数
を
み
て
み
る
と
福
沢
諭
吉
の
慶
応
義
塾
四
百
四
十
八
名
、
近
藤
真
琴

（

M
H
〉

の
攻
玉
社
二
百
二
十
五
名
、
中
村
正
直
の
同
人
社
二
百
一
名
で
あ
る
。

各
官
立
外
国
語
学
校
に
は
全
国
各
地
か
ら
優
秀
な
人
材
戸
喋
ま
つ
て
き

た
。
例
へ
ば
愛
知
英
語
学
校
に
は
坪
内
誼
遥
・
八
代
六
郎
等
、
特
に
東
京
外

国
語
学
校
英
語
科
す
な
わ
ち
東
京
英
語
学
校
に
は
、
加
藤
高
明
・
末
松
謙
澄

．
内
村
鑑
三
・
佐
藤
昌
之
・
石
川
千
代
松
・
宮
部
金
吾
・
大
島
正
健
・
田
中

館
愛
橘
・
高
田
早
苗
・
藤
沢
利
喜
太
郎
等
が
在
学
し

M
W

官
立
外
国
語
学
校
入
学
の
目
的
は
、
専
門
学
校
、
中
に
は
大
島
正
健
の
如

く
開
拓
使
所
轄
札
幌
学
校
に
移
転
し
た
者
も
い
た
が
、
主
と
し
て
東
京
開
成

学
校
（
域
特
）
進
学
に
あ
る
。
そ
れ
に
は
下
等
語
学
教
科
を
修
了
す
れ
ば
受
験

第
＋
三
表

一三

O

（
川
叩
）

資
格
が
得
ら
れ
た
。
し
か
し
、
中
に
は

生
徒
ノ
、
東
京
大
学
校
－
一
入
リ
、
専
門
ノ
科
ヲ
修
メ
ン
ト
希
望
ス

ル
者
ア

（
川
叩
）

ル
モ
、
多
ク
ハ
貧
困
ニ
シ
テ
白
ラ
其
費
用
ヲ
弁
ス
ル
能
ハ
サ
ル
カ
為

に
空
し
く
其
志
を
喪
い
、
其
業
を
廃
す
る
者
も
多
数
い
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
東
京
英
語
学
校
の
様
子
は
、

教
育
方
針
は
全
部
英
語
の
正
則
主
義
で
、
英
米
人
が
主
と
し
て
教
師
と
な

り
、
下
級
に
邦
人
が
加
わ
り
、
最
下
級
は
邦
人
の
み
で
担
当
し
た
。
学
級

は
一
級
か
ら
六
級
に
分
か
れ
、
一
級
か
ら
二一
級
ま
で
は
一
組
、
四
級
は
甲

乙
の
二
組
、
五
級
は
甲
乙
丙
の
三
組
、
六
級
は
甲
乙
丙
丁
の
四
組
か
ら
な

り
、
各
級
担
任
教
官
指
導
の
下
に
毎
月
も
し
く
は
二
、
三
ヶ
月
に
小
試
験

が
行
わ
れ
、
成
績
優
秀
な
も
の
は
上
級
へ
抜
擢
さ
れ
る
制
度
に
な
っ
て
い

〈
印
）

た
と
あ
る
。
各
校
と
も
外
国
語
正
則
主
義
で
教
育
を
し
て
い
る
が
、
教
授
法
は

千
差
万
別
、
学
監
ダ
ピ
ッ
ド
・
モ
ル
レ
！
（
ロ
ミ
王
宮

R
E
U
O
が
長
崎
、

（

日

）

大
阪
英
語
学
校
を
視
察
し
た
際
に
「
今
一
一
層
簡
易
精
正
ノ
方
法
」
を
以
て
教

授
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
長
崎
英
語
学
校
の
場
合
、

教
則
ハ
文
部
省
－
一
於
テ
制
定
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
総
テ
他
ノ
外
国
語
学
校

ト
同
シ
ク
外
国
語
ヲ
学
フ
着
手
－
一
於
テ
大
一
一
関
ク
ル
所
ア
リ
、
生
徒
ノ
初

学
ヨ
リ
卒
業
ニ
至
ル
マ
テ
、
漸
ヲ
以
テ
進
歩
ス
ヘ
キ
簡
易
正
当
ノ
書
籍
ヲ

備
ヘ
サ
ル
可
ラ
ス
、
現
今
一
一
於
一
ア
ハ
教
員
各
々
殊
別
ノ
方
法
ヲ
用
井
、
且

教
員
中
不
練
熟
不
適
当
ニ
シ
テ
曽
テ
順
序
ヲ
立
サ
ル
者
ア
リ
、
生
徒
等
斯

ノ
如
キ
不
良
ナ
ル
教
制
ノ
下
－
一
居
ル
モ
、
猶
日
一
今
日
ノ
如
ク
ニ
英
語
ヲ
学

ヒ
得
ル
ニ
至
り
シ
ハ
、
実
－
一
奇
ト
調
フ
ヘ
シ
、
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と
報
じ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
に
よ
っ
て
「
国
語
ヲ
解
セ
サ
ル
モ
ノ
」
が
多

数
入
学
、
そ
の
た
め
に
国
書
科
を
設
け
、
国
語
の
授
業
を
開
始
し
た
所
も
あ

っ
た
。

七

〈
以）

明
治
十
年
二
月
、
「
規
模
漸
ク
定
リ
校
制
略
備
ル
」
の
時
、
東
京
女
学
校

・
愛
知
・
広
島
・
長
崎
・
新
潟
・
官
城
の
各
英
語
学
校
が
、
官
立
師
範
学
校

と
と
も
に
第
一
学
期
限
り
廃
校
と
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

将
来
旺
盛
ヲ
期
セ
シ
当
校
一
日
一廃
止
セ
ラ
レ
ジ
ヨ
リ
、
一
般
ノ
生
徒
皆
仮

々
乎
ト
シ
テ
実
－
一
塗
一
一
迷
ヒ
其
レ
何
ク
ニ
カ
之
カ
ソ
、
政
府
素
ヨ
リ
万
己

ハ日）

ム
ヲ
得
サ
ル
ノ
策
ニ
出
ル
ト
雌
モ
、
一
時
生
徒
鋭
進
勇
往
ノ
気
ヲ
温
ム

と
あ
る
如
く
、
生
徒
を
大
い
に
失
望
せ
し
め
た
。
廃
校
の
理
由
は
、
当
時
発

生
し
た
西
南
戦
役
に
よ
る
政
府
財
政
緊
縮
の
た
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

、ni
J

%
。
同
年
四
月
に
は
東
京
英
語
学
校
が
東
京
大
学
予
備
門
に
、
ま
た
明
治
十

二
年
四
月
大
阪
英
語
学
校
が
医
学
専
門
学
校
に
改
革
さ
れ
、
以
後
存
続
し
た

の
は
東
京
外
国
語
学
校
の
み
と
な
っ
た
。

廃
校
ま
た
は
改
革
さ
れ
た
官
立
外
国
語
学
校
は
、
各
地
を
開
明
の
域
に
進

ま
し
め
、
地
方
教
育
発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
と
は
い
え
、

消
耗
セ
シ
所
ノ
巨
費
一
一
較
フ
レ
ハ
、
其
功
実
一
一
少
小
ナ
リ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヲ

得
ス
、
ハ
中
略
〉
徒
ラ
ニ
巨
大
ノ
労
力
ト
金
額
ヲ
費
ヤ
ジ
テ
、
一
モ
得
ル

（
国
）

所
ナ
キ
モ
ノ
ノ
如
シ
、

〉
｝
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
治
初
期
に
於
け
る
官
立
外
国
語
学
校

は
、
当
時
の
「
欧
化
主
義
教
育
時
代
」
の
特
色
を
、
ま
た
急
な
廃
校
、
改
革

は
明
治
初
期
教
育
政
策
を
端
的
に
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

明
治
初
期
の
外
国
語
学
校
（
青
木）

註ハ
1
）
中
村
越
著
「
御
雇
外
国
人
の
研
究
！
と
く
に
数
の
考
察

l
」
法
政
史

学
第
二
ハ
号
、
六
五
｜
七
五
頁
。
梅
浜
昇
一
者
「
お
雇
い
外
国
人
」
日

本
経
済
新
聞
社
。

（
2
〉
稲
官
栄
次
郎
著
「
明
治
初
期
教
育
思
想
の
研
究
」
福
村
書
店
、
二
七

頁。

（
3
）
右
同
、
一

O
五
i
一
O
七
頁
。

（
4
）
外
国
語
学
校
に
つ
い
て
は
桜
井
役
著
「
日
本
英
語
教
育
史
稿
」
大
阪

倣
文
社
、
桜
庭
信
之
著
「
外
国
語
教
育
論
」
東
京
教
育
大
学
教
育
学

研
究
室
編
敬
育
大
学
講
座
二
八
『
外
国
語
教
育
』
金
子
書
房
、
東
京

都
都
政
史
料
館
「
東
京
の
英
学
」
都
史
紀
要
第
二
ハ
等
の
諸
研
究
が

あ
る

Q

ハ
5
）
沼
田
次
郎
著

「
幕
末
洋
学
史
」
万
江
書
院
。

ハ
6
〉
「
慶
応
義
塾
七
十
五
年
史
」
九
七
！
九
八
頁
。
大
槻
如
電
修
「
新
撰

洋
学
年
表
」
柏
林
社
書
店
、
一

五
四
頁
。

（
7
）
東
京
都
都
政
史
料
館
編
纂

「
明
治
六
年
一
月
東
京
府
関
学
明
細
書
」

全
七
巻
セ
冊
。

（0
0

〉
「
文
部
省
第
一
1
0
・
七
年
報
」
。

（
9
）
「
文
部
省
第
三
年
報
」
一
冊
、
六
一
一

i
六
一
六
了
。

（
叩
）
「
学
制
」
第
四
三
、
一
七
八
・
一
七
九
・
一
八

O
章。

（
日
〉
「
文
部
省
第
三
年
報
」
一
冊
、
八
了
。

（
ロ
）
「
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
」
第
一

巻
、
ゴ
二
一

頁。

ハ
ロ
）
「
学
制
」
第
一
九
O
章。

ハ
U
）
右
問
、
第
一
八
九
章
。

一一一一一
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明
治
初
期
の
外
国
語
学
校
（
青
木
）

（
日
）
「
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
」
第
一
巻
、
七

O
九一員。

ハ
日
）
「
文
部
省
第
一
年
報
」
、
一
六
三
了
。

（
口
）
原
平
三
著
「
蕃
書
調
所
の
創
設
」
歴
史
学
研
究
第
一

O
三
号
、
岩
波

書
店
、
一
i
t
l

－
四
三
頁
。

（
日
）
「
文
部
省
第
一
年
報
」
、
一
六
九
了
。

（
印
）
右
同
、
一
七
一

i
一
七
二
了
。

（
初
）
右
問
、
一
七
四
丁
。

（
幻
）
「
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
」
第
一
巻
、
七

O
九
頁
。

ハ
沼
）
明
治
六
年
四
月
十
日
文
部
省
布
達
第
四
十
二
号
に
よ
り
、
従
来
の
八

大
学
区
（
学
制
第
二
・
三
章
）
を
七
大
学
区
に
改
正
し
た
。

．
（
お
）
「
明
治
以
降
敢
育
制
度
発
達
史
」
第
一
巻
、
七

O
九
頁
。

（
弘
）
「
文
部
省
第
二
年
報
」
、
四
二
一
了
。

（
お
）
「
明
治
以
降
敬
育
制
度
発
達
史
」
第
一
巻
、
七

O
九
頁
。

（
お
）
「
文
部
省
第
二
年
報
」
、
四
一
九
丁
。

（
幻
）
右
同
、
四
三
セ

l
四
三
八
了
。

（
mm
〉
右
岡
、
四
一
九
了
。

（
mm
）
右
同
、
四
二
二
丁
。

（
却
）
右
岡
、
四
四
八
丁
。

（
訂
）
右
同
、
四
五

O
了。

（
泣
）
「
文
部
省
第
三
年
報
」
一
冊
、
五
七
一
了
。

（
お
）
「
文
部
省
第
二
年
報
」
、
四
三
九
｜
四
四

O
丁。

（
出
）
「
文
部
省
第
三
年
報
」
一
冊
、
五
七
七
了
。

（
お
）
「
文
部
省
第
一
年
報
」
、
一
七
二
丁
。

（
部
一
）
〔
究
部
省
第
二
年
報
」
、
四
二
五

T

－

（
幻
）
「
文
部
省
第
三
年
報
」
一
冊
、
五
七
二
了
。

（
お
）
・
（
ぬ
）
右
岡
、
五
七
七
了
。

（
的
）
「
文
部
省
第
二
年
報
」
、
四
三
七
了
。

（H
U

）
「
文
部
省
第
四
年
報
」
一
冊
、
一
二
五
五
了
。

（
必
）
・
（
幻
〉
「
文
部
省
第
二
年
報
」
、
四
コ
二
了
。

（M
H

）
「
文
部
省
第
三
年
報
」
一
冊
、
六
一
二
｜
六
一
一
二
丁
。

（
必
）
大
村
弘
毅
著
「
坪
内
迫
造
」
吉
川
弘
文
館
、
ゴ
二
頁
。

（
必
）
大
島
正
健
著
「
ク
ラ

l
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
」
宝
文
館
、
二
三

l
二
四
頁
。

（
訂
）
右
問
、
八

O
l八
七
頁
。

（
必
）
「
文
部
省
第
二
年
報
」
、
四
二
七
了
。

ハ
的
）
「
文
部
省
第
一
二
年
報
」
一
冊
、
五
七
六
丁
。

（
印
）
大
島
正
健
著
「
ク
ラ

1
ク
先
生
と
そ
の
弟
子
た
ち
」
、
二
三
頁
。

（
日
）
「
文
部
省
第
二
年
報
」
、
コ
一

O
了。

（
臼
）
右
問
、
二
四

l
二
五
了
。

（
日
）
「
文
部
省
第
四
年
報
」
一
冊
、
三
六
四
丁
。

（
悦
）
「
文
部
省
第
五
年
報
」
一
冊
、
四
四
六
了
。

（
日
）
「
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
」
第
一
巻
、
七
一

O
頁。

（
回
）
「
文
部
省
第
五
年
報
」
一
冊
、
四
四
六
了
。

ハ
町
）
・
（
回
）
「
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
」
第
一
巻
、
七
一

O
一貝。

（
印
）
「
文
部
省
第
五
年
報
」
一
冊
、
四
四
六
丁
。
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